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FFG本業支援ローン（グリーンローン型） 

第1号案件実行のお知らせ 

～ 株式会社球磨村森電力のサステナビリティ経営をサポート ～ 

 株式会社熊本銀行（取締役頭取 坂本 俊宏、以下「熊本銀行」）は、株式会社球磨村森電力（代表取

締役 中嶋 崇史、以下「球磨村森電力」）に対し、FFG本業支援ローン（グリーンローン型）を第1号

案件として実行しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 FFG本業支援ローンとは、お客さまの“ありたい姿”や“ビジョン”を達成するために、FFG独自のフ

レームワークを通じ財務面や非財務面 の目標設定・共有を行うことで、熊本銀行がお客さまの課題解

決に向けた中長期的な伴走支援を行う融資商品です。 

2 0 2 6 年 3 月 3 0 日 

企業名 株式会社球磨村森電力 

本社所在地 熊本県球磨郡球磨村大瀬1121球泉洞 森の香房2F 

設 立 2018年2月 

事業内容 

• 電力の売買業務及び売買の仲介業務 
• 環境エネルギー、地域活性化に関する研究開発および企画立案・コン

サルティング業務 
• 業務施設の省エネ診断業務 
• 地域の子供向け環境学習機会の提供 

１．企業概要 

記 

(次ページへ続く) 

契約日 2026年3月30日（月） 

融資金額 88,500,000円 

資金使途 

球磨村での「脱炭素×創造的復興」によるゼロカーボンビレッジ創出事業に
おける以下の資金 
• 太陽光・蓄電池設備導入資金 
• 高効率空調設備導入資金 
• EV充電設備導入資金 
• エネルギーマネジメントシステム導入資金 

取扱店 人吉支店 

２．本ローンの概要 

 本ローンは、球磨村森電力が取り組む再生可能エネルギー設備導入および関連事業を対象とした

もので、「グリーンローン原則」および「グリーンローンガイドライン（2024年版）」に適合する

ものです。 



② 環境改善効果 

 本プロジェクトは、再生可能エネルギーの導入やエネルギー利用の効率化を通じ、地域におけ

る温室効果ガス排出量の削減に寄与するものです。また、電力の自給率向上や災害時のエネルギ

ー供給体制の強化にもつながり、地域全体のレジリエンス向上が期待されます。 

③ 資金充当状況 

 本ローンによる調達資金は、ローン実行後、球磨村森電力が速やかに対象プロジェクトへ全額

充当しており、未充当資金は発生していません。 

《 本件に関するお問合せ先 》 

㈱熊本銀行 営業推進部 担当：中村、徳田 

TEL 096 – 385 – 1394 

以  上 

３．プロジェクトの概要 

①対象プロジェクト 

 本プロジェクトは、球磨村が推進する「脱炭素×創造的復興」によるゼロカーボンビレッジ創

出に向け、地域全体の再生可能エネルギー導入・省エネルギー化・レジリエンス向上を一体的に

進めるものです。球磨村森電力は公共施設、住宅、産業施設等に対し、脱炭素化を目的とする設

備導入や電力利用の高度化を進めており、これらの取り組みをグリーンプロジェクトとして位置

付けています。 

＜参考＞プロジェクト（脱炭素先行地域における再エネ事業）全体像 

４．その他 

 熊本銀行では「FFG本業支援ローンフレームワーク」を策定し、本フレームワークが関連原則等に

適合していると、株式会社格付投資情報センター（R&I）からオピニオンを取得しています。本フレ

ームワークに基づくフゔイナンスの実施にあたり、株式会社FFGビジネスコンサルティングが、資金

使途や管理方法、環境・社会面への影響等を評価し、本フレームワークへの適合性を確認します。 
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取組3 地産地消型再エネ・非常時電源創出事業 

自家消費PV導入済み 
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発電した再エネの供給 
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※環境省公表「脱炭素×創造的復興」によるゼロカーボンビレッジ創出事業計画概要を基に当行作成 


